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「1973年6月17日根室半島沖地震」
　　　　　　による建築物の被害概況

柴 田拓二品城
　　　（昭和48年9月30日受理）

　　‘t一’：一

足

Outline　of　Damage　to　Buildings　due　to　the

Nemurohanto－oki　Earthquake　of　June　17，　1973

　　　　　　　　　　　Takuji　SHエBATA，　Osam．u　JoH

　　　　　　　　　　　（Received　September　30，　19．73）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　On　June　17，　1973，　an　earthqual〈e　with　a　magnitude　of　7．4　occurred　off　the　Nemuro　Peninsula．

The　seismic　intensity　in　the　areas　of　Nemuro－shicho　and　Kushiro－shicho　was　announced　as　V

according　to　Japanese　seismic　scale．

　　　This　earthquake　was　scrutinized　from　a　view　point　of　geophysics　and　seismology　rather

than　building　engineering　because　the　occurrence　of　the　earthquake　was　predicted　by　some

geophysicists．　Although　the　degree　of　the　damac　ge　to　buildings　was　generally　rather　minor，

some　valuable　suggestions　for　disaster　prevention　are　given　from　the　phases　of　damage　to

builclings　and　chimneys．

　　　The　paper　is　a　general　report　of　an　investigation　on　the　damage　to　buildings　due　to　the

present　eE　rthquake．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稚
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（1）本

　発震

震央

　　深さ

　　親模

．（2）余

地　震　の　概　要

　　　震

日召禾048臼蕊6X・・3　17　日

！2時55分12秒

根室半島沖南東約50km
N　42．90，　E　146．00

40　km

マグニチュード7．4

　　　震

　．多数の余震が観澗されている

が，6月29H現在で震源の決定し

た余震は26箇で，その中最大のも

のは次の通りである。

　発震　昭和48年6月24日
　　　　　　11時43分

　震央　N429Q，　E　146．5。

寿

都

o

D　c）

　　　1

凱

三

内

留

　　　　　　　　II岩見沢

　　II＆一fl一一NO

　墾知安Ilf）札幌

II￥1　　　　　　　苫小牧

、竃瞳レ「㎡

1．1．．ikx．N’III　／

　　　　　　／
f，O‘．一P，／

／’P　／

一

　　　　　　1

，幌枝^紋別／／

1旭ぎIII嘱i・

　　　　　　　／　’／　J一）

一ニニ寧／，イ／

・／ ｯ／認
　　　　　Q　（TV
　　　　　N

ら　　
V根室

図一1各地の震度

x

N’　　建築＝龍学科・建築甜孝造学舞等二書樽座1



2 柴田拓二・城　　攻 2

　深さ　30km

　規模　マグニチュード　7．3

　　　　（以上，札幌管区気象台発表による）

　（3）墓石の転倒

　根室支庁の集計によれば，同支庁管内の墓石

の被害は転倒111基，移動480基，基部モルタ

ル剥離200基となっているが，所在内訳その他

の詳細は不明である。

　筆者らの現地調査は墓地3ヵ所に限られてい

るが，大凡次の通りである。

驚

写真一1西浜町墓地

表一1墓石の被害例
墓 石　　　　寸 度 例

所 在 全墓石数 転倒 移　動 ・・ml・・m H・刺・／Hl・／H 状 況

ノサップ岬
　　　　　　．54
付　　　近

o 10

30．5

30．5

30

28

33．5

30．5

30．0

28．0

86

80

！38

126

O．35

0．38

0．22

0．22

O．39

0．38

0．22

0．22

回　　転

　11
移　　動

移動，基壇一部崩

ハボマイ　　　　　　65付　　　近
。 一1　2， 105 0．22　移　　動

NS EW NS EW
根室市 約300 約3餅 約6酵 23 23 90 0，26’ 0．26 転倒（NS力向）
西　浜　町 24 31 75 0，32● 0．41 〃

36 38 110 0．33． 0．35 ク

27 30 83 0．33。 0．36 〃

25．5 29 65 0．39’ 0．45 〃

根室市
⊥

ノサップ岬
26．5 一

60 α44’ 一 〃

西浜 ↓
28．5 30 77 0．37 0，39’ 転倒（EW丁丁）

⊥ ハボマイ

も
35 35 88 0．40 0．40’ 〃

花咲港 24 27．5 74 0．32x 0．37 移動（NS方向）

32 32 86 0．37× 0．37 〃

17．5 23 68 0．26 0．34x 移動（EW方向）

33．5 33 86 0．39 0．38× 移動（EW）回転

O　　　　IO 20k痢 18 20．5 52 0．22 0．39× 移動（EW）回転
24 29 72 0．33 0．44 健在（基部接着なし）

・ 転倒方向の形状比 27 30 75 0．36 0．40 〃

× 移動方向の形状比
23 23 58 α40 0．40 ク

＊　地震後ある程度の復元作業が行われた。（訓義中学校畏談，実数不明）

　　　　　　　　　　　　　2．　根室，釧路地方の被害の概要

　根室，釧路地方は震度Vであって，港湾施設，道路，橋梁等にかなりの被害を生じたが，建

築物の被害については，釧路地方は極めて僅少であり，根室地方でも若干の建物に補修を要する

構造的損傷が見られた他は，全般的に軽微であったといえよう。（1968年十勝沖地震においては

両地方は震度IVでほとんど無被害。1952年十勝沖地震では，釧路地方は震度Vで相当の被害

を生じたが，根室地方は震度IVで被害僅少であった。）
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根室支庁，釧路支庁が取纒めた今回の地震被害概況は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　表一2　一・　般　　被　　害

項 目 根　室　支　庁　　　釧　路　支　二

人

住 家

非　佳　家

土 木

農 業

水 産

タビ　　　者　　行プゴフドゆユ

重　　傷

軽　　傷

全　　　壊　（棟）

半　　　　壊

一部損傷
流　　　　出

床上浸水
床下浸水
全

半

壊　（棟）

壊

道

橋

河

路（ケ所）

梁

川

畑地埋没（ha）
象　　　　畜　（頭）

漁船沈没（件）
　　　破損

水産施設

0

3

！8

o

o
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　o
　e
6，850

　2
115

　9
8

1

20

13

　　3．5
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誘　t港湾施設，漁港（仁疹”1．

！！ 11

　　　　　　　　　　　　　　　　3．　学校施設の被害

　学校校舎の被害ぱ壁の亀裂，剥落，集合煙突の損傷が大部分である。北海道教育庁が行った高

中小学校の被害調査結果を整理すると表一3の様になる。これらの校舎の構造種別の内訳は明らか

ではないが，学級数10以下の学校が過半を占めていることから，木造またはコンクリートブロッ

ク造校舎が多いものと考えられる。根室市内で行った鉄筋コンクリート造校舎の被害調査につい

ては別項に掲げる。

　　　　　　　　　　　　　4．根室市内公営住宅の被害

　今圓の地震による住家の被害としては表一2に見られる様に，「全壊」，「半壊」に該当するもの

は報告されていないが，北海道住宅都市部の資料によれば，根室了1等内の一般住家11，015世帯，公

営住宅258刷物に「一部破損」に該幽する被害を生じている。これば，根室市の全llと帯数！2，600

（北海道新聞社：！973年北海道年鑑）のほぼ9割に相番している。これらの「一部破損」の内容

はガラスの破損，壁の亀裂，集合煙突の損傷等とされているが，全体の被害件数の数量的な内訳

は不明である。

　さて，根室市内の3ヵ所の主要な公営住宅幽地の被害内容を整理すると表一4の様になる。これ

らの3団地の住宅は，いずれもコンクリートブPック造で，1棟1～8住戸，標準的には1棟4住

戸平家建である。建設年次は月ケ岡⑭圃地が最も古く昭和28年，牧の内団地は29～4！年，桂木
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表一3学校施設D被害内容

市　　町　　村

震

彦

学

校

全

数

被

害

校

数

被害内容及び被害回数：

壁

屋
根

藍
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窓

枠

ガ
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天
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床

防

火

壁

玄

関

階
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の
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集

合

煙

突

地

割

れ

煙

突

本

数

グ

フ

ス
枚
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根　室　支　庁
　痕…室’”‘帯’幽マ．』
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　標　津　町IV
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　2
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釧　路

浜

自

家

標

　支　庁

中　町　V
岸　町　V
路　市　V

茶　町IV

165
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19

40

26

26

8

3

14

！

15

4

10

1

1

1

2

1

1

2

1

！

3

3

1

1

1

1

2

2

11

4

2

4

1

．圭．上照．

1

8

4

！1

gl

十勝支庁　309
　広　尾　町IV　　9
　帯　広　市IV　　45
　足寄町III～IV　15
　上士幌町III　13
　清水町III～IV　18
　新得町III　12

10

1

3

3

！

1

1

．．4．．1．．

2

2

1

1

！　16

1

17

2

1

10

1

1

2

日　高　支　庁

　浦　河　町IV
　　　石　町　IV

　静　内　町IV
　平　取　町IV

．．三gr．圏．．．9．．L．
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9

13

17

5

2

4

！

1

2

4

3

1

4
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1
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1

1

1

1
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1

812141！111413512199

16

12

4

115

団地が37～47年の建設であ
る。

　この「一部破損」の被害率

は棟別で，月ケ岡⑭団地では

全18棟中8棟で44％，牧の

内団地では全105棟中32棟

で30％，桂木団地では全150

棟中57棟で38％とな：ってお

り，．建設年次による大差はな

い。これらの被害率はかなり

の高率であるが，前述の一般

住宅を含めての被害率6p約

1／2に止まっている点は注目

に値する。

　被害内容は集合煙突の損傷 写真一2桂木団地壁の損傷 写真一3桂木団地煙突の損傷
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　　　表一4根室市内3公営住宅団地の被害状況

5

被　　　　害　　　　内　　　　容
建設

煙　　　　突 壁 霜囲団地名 構　　　　造

全戸数

年度 戸数 全壊戸 1破　計

�ﾋ　戸1

被害率％裂戸亀 崩落戸 被害率％1

両型亀裂戸 物置損傷戸

戸数 被害率％

・・岡＠ F噺1編28（lz） 10

牧の内コンクリート
　　　　プロツク造
　　　　平　家　建
　　　　一部2階建

322戸　29
（105棟）　30

　　　3！

　　　32
　　　33
　　　34
　　　35
　　　36
　　　37
　　　38
　　　40
　　　41

30

50

16

　16

　36

　36

　42
48

　12

　12

　12

　12

322
（105）

6

2

1

3

！0

4

6

8

6

5

3

3

3

101　45．5
（7）1　（38．9）

計

！6

6

6

8

6

6

3

3

3

53．4

12．0

37．5

50．0

16．7

16．7

7．1

6．3

25．0

12　1　48　1　601　18．6
（28）1　（26．7）

桂木コンフリーb
（光洋町）　ブロック造

　　　　平　家　建

592戸　37
（！50棟）　38

　　　39
　　　40
　　　41
　　　42
　　　43
　　　44
　　　45
　　　46
　　　47

計

　50

　50

　68

　68

　52

　68

　40

　40

　52

　52

　52

592
（！50）

25

17

13

14

2

71

3団地
集　　計

936戸
（273棟）

83

17

18

8

9

3

1

4

！

1

62

za

35

21

23

5

1

4

1

1

84．0

70．0

30．9

33．8

9．6

ユ．5

10．O

L9
1．9

2
（1）

9．1

（5．6）

5

5
（4）

16．7

1．6

（3．8）

2　1　4．0

12　1　54．5
（8）［　（44．5）

21　1　70．0

61　12．0

61　37．5

81　50．0

61　16．7

61　16．7

　31　7．1

61　6．3

31　25．O

Ol　O
Ol　O
Ol　0

65　l　20．2
（32）r　（30．4）

1　13

1　16

1331　22．5　1　1　2　1　O．3　1　2　1　9
（57）1　（38．0）1　1　（2）　1　（1．3）1　（2）　1　（7）

120 2031　21．7
（92）1　（33．7）

7　12　1　1．0
（5）　1　（2）　1　（2．6）

42　1　84．0

37　1　74．0

23　1　33．8

23　1　33．8

　51　9．6

　1　　ユ．5

　0L　0
　41　10．0

　11　1．9

　11　1．9

　01　0

137　1　23．2
（57）1　（38．0）

2　1　9　11　2！41　22．8
（2）　1　（7）　11　（97）1　（35．5）

　　（　）内＝棟数又はその被害率（各年度の建設眠目は不明）

が大部分を占め，被害を住戸別に見ると，全被

害届の中で煙突損傷の占める割合は次の様にな

っている。

　月ケ岡⑭団地：83．0％（同団地全戸数：の45．5％）

　牧の内団地：92．5％（同団地全戸数の18．5％）

　桂木団地：97．2％（同団地全戸数の22．5％）

集合煙突の被害程度は，

　月ヶ岡⑭団地：全壊は0で一部損傷のみ

　牧の内団地：被害煙突の20％が全壊（同団地

　　全戸数の3．7％） 写真一4牧の内団地煙突の倒壊
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　桂木圃地：被害煙突の53．4％が全壊，（同圃地金戸数の！2．0％）

であり，3旧地を合簾して計83本（各戸1本として）全煙突数の89％が全壊したことになる。

幸いにも今回の地震では煙突の崩落による人身事故が少なかったが，1968年十勝沖地震において

も煙突鯛壊による死亡事故を生じた様に，集合煙突の損傷は人命に及ぶ危険が大きく，冬季なら

ぽ薩ちに火災に結びつくものであるので，上記の被害率は決して小さいものではない。

　上記の各団地の集合煙突金田率が建設年数の最も新しい桂木団地で最も高くなっているのは地

盤条件の影響によるものと考えたい所であるが，各1調地の地盤調査を行って，被害内容との対比

を実証する必要があろう。

　桂木団地内について，建設年度別に兇ると，集合煙突の全壊は昭和40年以11i∫の建物に集中し

ており，42年以降は金壊0で破損数も極めて少ない。北海道住宅都市吝ilでは，1968年一酒蒸朝】地震

における集合煙突の被害（日本建築学会：1968年十勝沖地震被害報告，pp．66！－664，参照）に鑑

み，昭和44年6月，北海道建築基準法施行条例第工7条を改正し，集合煙突の構造規湖を行って

いるが，上記の建設年次による被筈状況の相違が，この規制の効果と見るべきか否かは速断しが

たい。被害煙突の破壊状況を牧の内蹴1地，桂木団地について調査したが，必ずしも振動的な損傷

ではなく，盤面その他の損耗に起因すると考えられるものが多く見受けられたので，現在行われ

ている工法による集合煙突の耐用年数についても検討すべきであると考える。

5．　根室市内の鉄筋コンクリート造建物の調査・結果

　6月20H，21　Hの厨口にわたり，根室市内の建築物の被害調査を行ったが，対象を主として

鉄筋コンクリート構造に絞り，大凡その全数に近い38棟を調査した。被害の程度と，これに相

当する被害建物の数はge－5に示す様になっている。

　表一5には，1968年十勝7111地震における函館荊勾の鉄筋コンフリー1・構造建築物の被密率（！968

年十勝tw地震調査委員会報告，　P，679）を併記したが，補修を要する被警（MA，　MB）は今回の根

室市の場合の方が高率であった点は注lr｛すべきである。

　個々の建物の被鴇状況を表謁に示す◎

　構造被害として最も顕著なものは市立根室病院外来棟2階建建物の！階柱の中の4本に勇断大

亀裂を生じたものである（写真一5～7）。これらの柱はho／z）÷3で，計算上も勢断耐力がllilげ耐

力を下回るものであったが，破壊時勢断力係数は大凡0．4以上である。根室電報電話局の塔屋一ヒ

に突出した煙突基部の崩落はコンクリートの打継ぎ位置と推定される乱写真一10，11）。

　学校建築は複雑な平面形をもつものが多いが，全般にExpansion　Jointの設計が曖昧でその

周辺に損傷を生じた例が多い（写真弓5，！6，18）。

　塔屋内の水槽が移動し，配管接合部が損傷して漏水を生じた例が3件あり，設備系の耐震対策

が低層建築物においても考慮さるべきであることを示している。

　根室支庁の南面外壁の柱型出隅部のコンクリートが仕上モルタルと共にかなりの大塊となって

剥離崩落し，柱二筋が露掲しているが，これは二審による損傷部分が地震動によって振り落され

たもので，寒冷地における外壁のディテールの取扱いと，ill常的な保守管理に一考を促すf列であ

ろう（写真一13）。

　ガラスの破損についてぱ実数を把握できないが，連窓サッシに目立っているo
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表一5　根室市における鉄筋コンクリート造建物の被害概要

7

』被 害 概 要

部分的に柱，梁，耐力壁に補修を要する程度の憾寝を生じている

i星．号

Expansion　joint，渡り廊下，避難階段，煙突，塔屋等の付属部分

の構造体に鋪修を要する程度の被害を生じている

梁，柱，耐力壁に補修を要しない程度の損傷を生じている

帳壁，間仕勢壁，仕上造作その他の非構造材の被霧

無被害，ほとんど無被害

MA

MB

S．x

SB

N

建物数（％）

1 （2．6）

5 （13．2）

9 （23．7）

6 （15．8）

17 （44．8）

函館の
．丁田饗髪

　　2．6

　　3．7

9．．3

18．9

65．5

＊　　1968年十勝沖地霞

表一6根室市内鉄筋コンクリート造建物の被害状況

禦？：L塵．物蚤

ll了行立根室病院

（有磯町）

写真　5～9

規模等

外来棟

　　2F
病室棟

　B1十5F

（！部3F）

彊接基礎

．壁i一三 被 害 内 容

2

S．　34

S．　43

”1’一’X一一J一；Zl””’””1・’”””：’；’ylJ”’i’”1”　’I

l（西爾は4F）［　（48．7

i醐鱗艶
1　i　　　　　l
l

AE，t

e59，40e”B　イ「
A

灘欝π　　　　　　ミ　　　　　　斜　　　　　　　D

1 2F ／
i

E

（3F） （IF）
　　　　　o診P謬　　　　　十　　　　　　薯ブ瓢C上

F （B1 十5 F）

　　　　　　　　　　」

O2階建外来棟

@・1階柱4本
@　　　　（④部A，B，　C，　D）

@　釣断亀裂（NW－SE

@　　（柱4501＝1，ho／D≒3，

@　　相三は主筋詔旨の大亀裂）

（P＞

2．5

35，800一一」

根翻誤写職＋3F　1工榊

瞬用金画・㌧…

S，x

（梅ケ枝町）

　・階段察廻り　ブPック壁・椎取合亀裂

　　　　（E）　　壁プラスター剥落，嵌殺ガラス破損

02階廼外来棟・5階建山右｝｛1間Expansion　Joint廻り損傷

05階建病棟
　・階段蜜　壁亀裂，プラスター剥落

　　　（F）　ヲミ井，プラスター剥落

：憎憎守門獅繍撫、地留遊
　・エレベーターレール勘Ill

　・塔最内水槽（FRP回暦昂：13　t満水）移動，管接合部破損

　　漏水

○外構　ブロック塀損傷

01階玄関廻り非耐力壁（ア！2cm）勇断亀裂

02階闘仕切壁　亀裂
○階段室耐力壁（ア18Cm）f色裂
○塔屋：内水糟（FRI）製容ii玉：6t満水）移動，管接合部破損漏水
（遡：ll：が極めて少なく，概ね純ラーメン構造，仕上はほぼ完了し，柱頭，相三脚，梁の観察不能）

SI蒋裏1吐露・ン・・一・沈下醸

　iO周辺地全沈下　　　　　　　　　　約20Cm
　ゆ給排水鞠購
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8

N・聯名瞬購鰍細塵 被 害 内 容

・…櫨繍1・蒼
i、花婦局125瓢…

陣四　i
i　1’　i　I　I　　　　　　I

！・37岡・品物鰍害
○塔屋上　突出燵突（突上高約6．5m，断面1．4m口，

　　床上　1．5mのレベルで全周水平亀裂一部崩落
10塔屋内水槽（鉄板製）移動（漏水せず）
I

lO外構
｛　・周辺地盤沈下舗床コンクリート亀裂

…．ブ。。塀一部崩落
1

ア20cm）

5瀕姓命　i3F
　　　根室支部i
　　　（本町）

6

7

8

1・ゆ喫麟㌫繍、傷
i

北海道拓殖
銀行根室支店
　（本町）

根室郵便局
　（本町）

北海道銀行

根室支店
　（本剛

9

10

根室水産ビル

　（本町）

歯舞漁業協同

組合根室支所

　（海岸町）

　写真一12

11 根室漁業協間

組　　　　合

　（海岸町）

　2F
（一都4F）
直接基礎

　2F

RC杭
2F

2F

2F

S．　39

S．　45

S．　23

N

N

SB

IN
l

　3F

望楼付

　　　　　　　　ミ
！2根X判・・ S．　／3

SA

MB

N

○営業室2階ガラス亀裂

0周辺地盤沈下2～3cm

○周辺地盤沈下（軽微）

○窓廻り軽微な損傷

○塔屋内水槽配管より漏水

○周辺地盤沈下

○無被害

○周辺地盤沈下約3cm

01階壁亀裂
02階天井一部破損
　（廊下，食堂）

02階開口間壁（ア12cm）
　上下端隅部軽微な圧潰

03階ガラス破損

○望楼隅田　柱頭柱脚曲げ亀裂

　　　　　　ガラス破損

○付属木造渡廊下漆喰小舞壁一一・8is崩落

13

14

15

16

根室支庁常盤町

　写真一13

根室営林署
　（プく1］［三Hi｝）

3F

IF

［Nゆ畑瀬・型廷㈱募嚇（贈・よる損傷部分嚇客注

后筋齢著しく発錆！

iNゆ鰍害
　　　　（外壁柱型外装タイルの凍害によるスケーリング著し）

懸熱田・F
，。1α皆段室廻りブ．ック難囎亀裂

根室農業協同
組合（光和町）

17

18

釧路地方裁判
所根室支部
　（敷島町）

根室測候所
　（弥栄田丁）

2F 　ヨNI　　O無被害

2F 　寵一生子鼠裂
2F

　　：

∴○無鰻
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恥睡物縄規鱗陣翻纒 被 害 内 容

’19

20

2！

2P“

根寮布文化セ
ンター（有磯町）

根釜市消防箸
　（　’）liJj　H　lilS）

根室了｛了勤労

青少年ホーム
（弥ξt三田∫）

根室商工会館

（松ケ枝町）

23　根室市脊少年

　　セ　ン　タ　一

　　　（牧の内）

24

25

26

27

根蜜市浄水場
　（牧の内）

同上付属建物
　（牧の内〉

．海上係要．鎮ζ巾

共同宿禽2棟

ノサツプ灯台
（ノサップ岬）

2F

　3F

望楼付

2F

3F

体育館
S造槽嫁

管理棟
RC　2F

2F

S．　44

g．rm，mm，’mm 窒№秩C

S．　41

S．　47

S．　45

28

S．　46

IF

5F壁式
RC杭
2F
IF

ノサツブ展望台
（ノサップ岬）

11？

S，x

SB

SA

29

30

3！

32

33

N

墓郷の家
（ノサツプl11甲）

冷凍製氷工場
　（花咲港）

2F

2F

S．　46　i　S，x

　　　　N

N

S，x

S．　46　iN

　　　　　　　稜舎2F
柏陵中学校一部IF　S．35
　　　　　　体育館S造
　（敷島町’）　　　　＜21学級　　　　　　36

光洋中学校
　（光洋町）

　写真一！4

花咲小学校
　（栄町）

校舎　3F
　　　2F
体育館S造
く27級1040＞

校舎　3F
〈33級1280＞

S．　39

　e
　42

？

47

N

SA

｝v4B

SB

○無被害

03階望楼燕下外壁勇断亀裂④

○　同　　上　内壁勇断亀裂

○慕楼付根打継位罵亀裂＠

02階床梁端部亀裂（軽微）

○望楼壁亀裂

、鴫一魑
ロノ

C
02階隅柱柱脚巾漉く及び巾木下モルタル剥離（相三脚亀裂？）

01階腰壁柱接合都［Slll部圧潰（小規模）

01階間仕切壁柱取合亀裂（錨自：）

○玄1莫1廻り夕＄壁梁踊支合で琶裂（水平）

02階天井一部剥落

○裏玄関袖壁亀裂

○周辺地盤沈下

○屋体・管理棟接合部床壁亀裂

○体育館床沈下弛緩

○管理棟階段室廻り壁亀裂

○　同　間仕切ブμック壁

　天井裏で崩落

●　　　　　　　●

皿　一　L　　㎜　　　・

○無極霧

○柱頭柱脚il11げ亀裂

○無被害

○無被害

○柱頭柱脚曲げ亀裂

○ほとんど無被害（1階，2階打継部に古い亀裂）

α・とん・鰍害（謡戦勲磐醗引戸鮒

○平家棟外壁　斜め亀裂

02階棟　ガラス破損
○騰体外難　ブPック壁亀裂

○不完全なExpansion　Joint周辺の損傷（No．34に類似）

○階段室ガラスブロック破損

○体育館窓枠颪外へ煎霰ガラス破損

○壁，柱凍害による損傷部分の剥落

○集合煙突損傷4本
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No．

34

35

36

37

建　物　名

北斗小学校
　（北斗町）

写真一15～17

成央小学校
　（光洋町）

　写真一18

根室高等学校

　（牧の内）

歯舞中学校
　（歯舞）

規模等

校舎3F
　　　2F
体育館S造
〈32級1230＞

校舎　3F
　　　2F
体育館S造
〈40級1536＞

校舎　3F

　　　2F
体育館S造
〈21級　925＞

校舎　3F
体育館S造
〈11級320＞

建設年

S．　42

　e
　44

S．　45

　e
　47

被害
程度

MB

MB

SA

N

被 害 内 容

○不完全なExpansion　Joint周辺の損傷

　・図中A部分
　　　Exp．　J．らしぎ見切縁から約40Cm

　　　離れた床壁に亀裂
　　　（写真一1b）

　・図中B部分
　　　aは外部から見るとExp．　J．の形

　　　態をとっているが，内部から見ると
　　　a－fのいずれにもExp．　J．らしき’

　　　ものは見当らず仕上は連続している

　　　（写真一16）

　　　b．床壁亀裂

　　　d．床亀裂
　　　c，e．柱にdの亀裂と連続する亀裂　　　Nf

　　　f．柱周辺に亀裂

○ガラス破損

○体育館（フレームS造，ギャラリ

　一下（S）RC造，壁プロツク造）

　　　出入口　上RC梁端　亀裂
　　　　　　脇　柱脚亀裂（写真一17）

　　　㌔㌔毛

ロ　ロ

○不完全なExpansion　Joint周辺の損傷

○ガラス39枚破損

2F

屋体

3F

○木造渡廊下壁，スラブ上木造置屋根妻壁等のラスモルタル剥

　落

○玄関脇ガラスブロック破損

○体育館ガラス破損

○周辺地割れ

○ほとんど無被害

写真一5市立根室病院外来棟柱の勇断亀裂 真写一6市立根室病院外来
　　　　棟柱の勇断亀裂
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写真一7

繋
　：．

騨．

市立根室病院外来棟柱

の萌断亀裂

写真一8市立根室病院
　　　　階段裏天井壁の剥落

11

灘暴

劉・

転

写真一9

監1轡酵1．

　　g，・

　　一F・

へ　　

欝

藪」＝竪

禁
　L

市立根室病院，Expansion　Jointの損傷 写真一10 根室電報電話局

煙突外観

写真一11根室電報電話局煙突基部損傷

I！y．t

彗

1

x
　x．．

羅

・一・一一一・’ 撃??

酵覇

　へ…ﾘ

写真一12　歯舞漁業協同組合根室支所，天井の破損
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写真一13根室支庁外壁柱

写真一15北斗小学校，廊下の亀裂

一　t

写真一17 北斗小学校体育館

梁端亀裂

写真一14　光洋中学校

　　　　体育館窓サッシの膨出とガラス破損

写真一16

瞬

lii，1itlilll

北斗小学校

Expansion　Jointの損傷

　．薩三

、＼曳．

写真一18 成央小学校，Expansion

Joint周辺の損傷
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6．　その他の構造物の被害

　調査の途次において見受けられたその他の構造物の被害の内，主なものを以下に摘記する。

　（1）　煉瓦造建築物の被害例：根室市花咲港小学校（平家建10学級，生徒数280）。

　同校舎は戦前兵舎として使用されていたものを転用しているものとのことで，主な被害状況は

次の通りである。

　i）外壁・窓台回りおよび窓台レベルでの目地切れ。

　ii）問仕切壁，旧間口部充唄部の周辺の分離。

　iii）屋内集合煙突の崩落：教室・廊下問の間仕切壁に沿えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎
設けられていた煉瓦造集合煙突が小屋裏部分で崩落したもの

で，落下した煉瓦の塊は教室と廊下の天井と木造床を貫いてい

る。幸いにも日曜日で児童が不在であったが，平日ならば重大

な事故に連なったものと思われる。

　（2）　木造建築物の被害例＝浜中町散布小中学校（平家建9学

級生徒数200）。

　この建物は玄関上に木造の塔屋を有するが，この部分の外壁

モルタルの剥落，ガラス破損，天井破損等の被害を生じた。

　（3）　木造建物の集合煙突の被害例＝根室市周田学園明照高

等学校（2階建）。

　2階建建物の外壁に沿えて設けられた鉄筋コンクリート造集

合煙突が建物から游離した。面している道路は一般の市道であ

り，極めて危険。木造建築物に取合う集合煙突の取扱い方に検

討を要しよう。

臨慕躍
　　　　　　無

識

写真一19　花咲港小学校煙突の崩落

7．宅地の被害
　根室釧路地方で宅地の崖崩れが報じられたのは釧路市緑ヶ岡5丁目の！例のみである。

　同地域内の高さ約8m，勾配0．5～！割の雑草に覆われた褐色火山灰切土の崖が，幅100　mにわ

たって崩れ，崖縁より約3～6．5mの位置に崖と平行して幅約3cm程度の地割れを生じた。織

上，崖下ともに住家に直接の被害はなかった。

8．　結 語

　この地震は，地震学の立場からは地震理論，予知問題に関連して話題の多いものであったので，

ジャーナリスティックな関心も多く寄せられた。地震そのものは所謂大地震ではなく，被害も比

較的僅少であったが，今後の震害対策上考慮すべき幾つかの示唆を与えるものであった。ここに

一文を草して建築物に関する震害記録として留めたいと考える。

　尚，本調査に当り，北海道建築指導センター理事長大野和男博士のご指導とご援助を仰いだ事

を記して謝意を表する。


